
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金）先手あいさつ運動  

３日（土）憲法記念日 
４日（月）みどりの日 

５日（火）こどもの日 

６日（水）振替休日  

７日（木）朝会 学校運営協議会                     

１４日（木）読み聞かせ 尿検査① 

１８日（月）運動会特別時間割開始 

２３日（土）ＰＴＡ環境整備 

２５日（月）運動会合同練習 

２７日（水）運動会総練習  

３０日（土）上美生小中合同運動会 

学校教育目標 

○よく学びよく考える子ども（知）⇒自主・創造   ○なかよくし助け合う子ども（徳）⇒友愛・協力 

○進んで取り組みやりぬく子ども（体）⇒主体・根気 ○いつも明るく元気な子ども（情）⇒明朗・快活 

に いまだに朝晩などは寒暖の差が感じられますが、今月中旬頃から一気に季節が進

み、例年にない早さでグラウンドの雪がなくなりました。このまま桜の開花を迎え、着

実に春の深まりを感じる季節です。令和６年４月９日（火）、本校では３名の新１年生と

１名の山村留学生を迎え入れ、２７名の児童、１０名の教職員で令和６年度の教育活動

がスタートしました。それぞれのお子様のご入学・ご進級、誠におめでとうございます。

心よりお祝い申し上げます。 

 今年度新たに２名の教職員を迎えた着任式、そして２～６年生の始業式は、新たな希

望や決意、新しい生活が始まる緊張感など、新年度を迎えて新鮮な気持ちを胸にした児

童の表情から、大いなる意欲が感じられました。また、入学式での新１年生は、背筋を

伸ばして一生懸命話を聞こうとするなど、それぞれ立派な態度で参加しようとがんばっ

ていました。一人ひとりの胸の内には、「小学校で（今年度）は、こんなことをしてみた

い」などの思いがいっぱいに膨らんでいたことと思います。ご家庭でも、お子様の気持

ちを十分に受け止めていただくとともに、自信をもたせる声かけをしていただき、温か

い支援のご協力をお願いいたします。 

 始業してからこれまでの間、各学年において、丁寧に時間をかけながらそれぞれの学

年や学級に見合った「システムづくり」「ルールづくり」「目標づくり」などがおこなわ

れてきています。今後さらに学校生活が進む中で、課題を解決したり、よりよくするた

めにどうしたらよいかを自ら考えたり、協力したりしながら成長・前進していきます。 

 今年度、スタートから感染症等の心配をそれほどしないですんでいるのは、ひとえに

ご家庭の皆様のご協力に他なりません。コロナ渦だからこそ合理化して成果を挙げたこ

とを生かしつつ、徐々に従来の形に戻したり、新しく創造したりする「上美生の新たな

スタンダード」を創り上げる大事な一年になると見込んでいます。その一端を先日の参

観日の折に見ていただきました。いろいろとお忙しい中でのご来校、本当にありがとう

ございました。今後も様々な場面で子どもたちの様子を見ていただきたいと考えていま

す。通信などの紙での手段や、マチコミやホームページなどでも伝える努力を続けよう
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 転圧作業などが終わり、グラウン

ドが少しずつ整備され、運動会に向

けて練習が始まる時期になりまし

た。児童生徒みんなで協力し一人一

人が活躍できる運動会を創り上げて

いきます。入場制限はありませんの

で多くの方の声援をお待ちしていま

す。また、運動会後は懇親会がありま

す。親和部の皆様ありがとうござい

ます。 

運動会に向けて 

芽室町立上美生小学校 
校 長  三寺 康裕 小学校ＨＰのＱＲコードです 

  

 

 

「コブシ」の白に誓う 
～意欲や向上心を育む春～ 

 校庭のコブシの花が真っ白に咲き誇り、ちまたでは桜も開花を迎えました。春の光が降り注ぐ中、まるで新たな年

度の穏やかなスタートを祝福してくれているかのようです。 

 今年度がスタートして、早いもので一ヶ月が経とうとしています。今では休み時間に校庭の遊具で元気に駆け回る

子供たちの姿や、教室の扉越しに聞こえる活気ある笑い声に、学校全体が本来の輝きを取り戻したように感じます。

一年生は、正しく安全にバスに乗っての登下校、初めての給食、当番活動、掃除など、一つひとつの「初めて」を一

生懸命に努めてきました。そのけなげな姿に、私たち教職員も多くの元気をもらっています。また、上級生は新入生

に優しく接したり、委員会活動やクラブ活動の準備に奔走したりと、新しい学年としての責任を果たそうとする頼も

しい姿を見せてくれました。 

 教育の世界では、四月を「黄金の三日間」「黄金の一ヶ月」と呼ぶことがあります。新しい環境に対して子供たち

の期待が高まり、ルールや習慣を身につけるのに最も適した時期だからです。本校においても、各学級で「どんなク

ラスにしたいか」を話し合い、一人一人がめあてを掲げて、学級の土台作りを進めています。この一ヶ月で築いたこ

の土台を、これからの学習活動等の中で、より強固なものへと育てていきたいと考えています。 

 さて、本年度の重点目標の一つに「意欲や向上心を伸ばすこと→成長を実感できるようにすること」を掲げていま

す。向上心を育むために、私たちが大切にしているのは「小さな成功体験の積み重ね」です。もちろん大きな目標を

掲げることも大切ですが、日々の生活の中にある「昨日より一字きれいに書けた」「算数の問題が一つ解けた」「挨拶

の声を少し大きくできた」といった、自分自身の小さな変化や成長を実感させることが、何より「次への意欲」へと

直結します。 

 学校では、子供たちの「できた！」という瞬間に寄り添い、教師がそれを認め、共に喜ぶことで、「次も頑張ろう」

という前向きな心を支えてまいります。しかし、向上心を育む過程には、必ず「失敗」や「壁」が付きものです。意

欲をもって挑戦したからこそ、うまくいかない悔しさを味わうこともあります。私たちは、この失敗を否定するので

はなく、「どうすれば次はうまくいくか」を一緒に考え、試行錯誤する過程こそを価値あるものとして捉えています。

失敗を恐れず、何度でも立ち上がって挑戦する「挑戦を称える文化」を、学校全体で育んでまいります。 

 新しい環境に適応しようと、心身ともにフル回転で走り抜けてきた子供たちには、自分たちが気付いている以上に

疲れが溜まっているものです。心と体をリフレッシュする時間も大切にしていただきたいと思っています。ご家庭に

おかれましては、ぜひこの一ヶ月の頑張りを聞いてあげてください。保護者の皆様からの「よく頑張ったね」という

一言が、子供たちの心のエネルギーを再充填し、五月からの新たな挑戦への活力となります。 

 連休が明ければ五月。運動会の練習など、さらにダイナミックな活動が本格的に始まります。集団の中で切磋琢磨

し、互いを認め合える関係性を築いていく。その過程で育まれる「しなやかな強さ（たとえ失敗しても折れずに、し

なやかに立ち上がる力）」こそ、私たちが子供たちとともに伸ばしていきたい力です。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、この一ヶ月間の多大なるご理解とご支援に深く感謝申し上げます。今後とも、本

校の教育活動への変わらぬご支援やご協力をお願い申し上げます。 

 

参観日の写真です 


